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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・臨床心理学

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人事委員、企画委員、臨床心理クリニック運営委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

臨床心理士・公認心理師の養成のため、奈良大学附属臨床心理クリニックの相談員として、大学
院生の心理臨床の指導を行った。また、学部生の学外実習のため、定期的に巡回指導を行った。

日本心理臨床学会理事
日本リハビリテイション心理学会理事
日本公認心理師養成機関連盟理事
大阪府立刀根山支援学校学校運営協議会委員

九州大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学

博士（心理学）

臨床心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

難治性身体疾患のひとつである筋ジストロフィ―における心理学的研究や心理的支援に関する実
践を行ってきた。
◎2021年度 基盤研究©「 筋強直性ジストロフィーにおける疲労感の解明とヘルスケア行動改善プ
ログラムの開発」
◎2021年度　日本医療開発機構「レジストリと連携した筋強直性ジストロフィーの自然歴およびバ
イオマーカーの研究」

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本リハビリテイション心理学会、日本小児神経学会

難治性身体疾患における心理的問題の研究と支援

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・投映法特論
・心理教育特論
・臨床心理査定演習Ⅰ
・臨床心理面接特論Ⅱ授業科目

学部担当科目

・臨床心理学概論
・公認心理師の職責
・心理演習Ⅰ
・心理実践実習Ⅰ・Ⅱ
・心理的アセスメントⅡ
・臨床心理学基礎実習Ⅱ
・健康・医療心理学
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2021，9，21
日本心理臨床学会第
40回大会研究事業推
進委員会シンポジウム

2021年日本心理リハビ
リテイション心理学会

2021，11，12

日本臨床動作学会第
29回学術大会

第46回心理リハビリテ
イションの会全国大会

2021，10，29

2021，11，12

奈良大学臨床心理クリ
ニック紀要 No.13

BMC Neurology

2021，12，1

2022，2，14

臨床心理学における事例研究につい
て、客観性、再現可能性、普遍性の問
題について検討し、事例研究の意義と
限界について論じた。

筋強直性ジストロフィー1型患者の主観
的症状評価とQOLの関連を検討した。
筋力低下、疲労、痛み、嚥下困難、眼
瞼下垂の症状がQOL低下と関連があっ
た。
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研究業績[著書、学術論文等]

①

心理臨床の研究水準を高めるために、
事例研究の必要性と課題につて話題
提供を行った。事例研究の意義と目
的、事例研究とインフォームドコンセン
ト、事例のまとめ方について論じた。

生体情報端末を活用し活動量をセルフ
モニタリングし、体重のコントロールを促
す健康管理プログラムを実施した。体
重の減少した者4名、±1キログラム以
内の変動4名、増加者2名であった。生
体情報端末の有効性を引き出すには、
細やかな心理的支援が必要と考えられ
た。

①臨床心理学における事例研
究の進め方とその課題

②Quality of life and subjective
symptom impact in Japanese
patients with myotonic
dystrophy type 1

②

③

 窪田文子/ 末次 晃(医療創生大学)の
発表について座長として司会を行っ
た。

親の会の助言者として話題提供者に動
作法実践に関するコメントを行った。

③

（学会発表）

①動作法による立位姿勢制御
の変容過程2

③

（その他）

②分科会「親の会」

②生体情報端末を活用した筋
強直性ジストロフィー患者の健
康管理プログラム開発の試み

①事例研究について

③


